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ご報告 
田中宮市営住宅、京都市と「公共空間利活用と周辺地域活性化にかかる連携

協定 （通称）3L APARTMENTプロジェクト@田中宮」を締結しました！！ 

4 月 19 日(金)、深草キャンパス和顔館 1 階アクティビティホールにて、「公共空間利活用と周辺地域活性化にかかる連携協定 

（通称）3L APARTMENTプロジェクト@田中宮」を締結しました。 

この協定は、本学が、京都市、田中宮市営住宅自治会と連携し、学生が市営住宅に暮らしながら自治会活動にも参加すること
で、コミュニティ活性化の取り組みを行うにあたり締結されたものです。 

 

当日は、田中宮市営住宅自治会の岡田会長、門川京都市長、
入澤学長が協定書に調印後、4 月から同市営住宅に入居する学
生 3名（経営学部 1名、政策学部 2名）に、居室の鍵を授与しまし
た。 

今後は、関係団体で組織する運営協議会が、日常的に入居学
生を支援します。公営住宅において、関係団体がこうした経常的な
会議体を設置し、学生と共に団地コミュニティの活性化に取り組む
のは全国初となります。 

お知らせ 「漬物グランプリ 2019」決勝大会に出場します！ 

4月27日（土）、東京ビッグサイトで開催される「漬物グランプリ2019決勝大会」に、
本学農学部の学生が出場します。 

  ＜選出作品＞ 

・赤丸かぶの甘酢漬け"アドベリー風味" 

・かぶらの万能ジュレ 

本学農学部食品栄養学科と滋賀県漬物協同組合は、産学連携の取り組みとして、
2016 年度から、「近江つけもの」のブランド化を目指すというテーマのもと、「近江つけ
もの」や関わりの深い近江の野菜等について学んできました。 

同時に、同協同組合と学生・教員が連携し、新しい「近江つけもの」のレシピ開発を進めました。 

2017年度からは、学生団体「近江つけもの研究所」を結成し、このたび 3度目となる「漬物グランプリ」に挑戦することとなりました。 

当日は、一般来場者試食による投票審査、審査員実食による審査、作品を紹介するプレゼンテーション審査が行われ、「漬物日
本一」が決定します。 

お知らせ 
2019 年度後期生涯学習講座「REC コミュニティカレッジ」の新規講座企画募集

がスタートします！ 
RECでは、一般市民を対象にした生涯学習講座「RECコミュニティカレッジ」を開講しています。現在では年間約 380講座、のべ

9,000人余りの方々に受講していただいており、全国有数の規模を誇る生涯学習講座に発展しています。 

2019 年度後期講座を開講するにあたり、専任・特別任用教員の先生方が培われてきた研究成果をもとにした、多様な講座を

提供するため、新規講座企画を募集いたします。先生方の社会貢献活動の一環として、是非とも「REC コミュニティカレッジ」にご

協力賜りますよう、積極的な講座企画の提供をお願いいたします。 

 

【応募締切】2019年 5月下旬頃を予定しています。 

※近日中に、先生方のメールボックスに「REC コミュニティカレッジ講座企画書」を投函いたします。 

（投函日以降、「REC コミュニティカレッジ講座企画書」はポータルサイトの「お知らせ画面」から 

ダウンロードできるよう準備いたします。） 

※現在開講中の 2019年度前期講座の情報等については、REC コミュニティカレッジ HP 

をご参照ください。（<URL>http://rec.ryukoku.ac.jp/） 
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REC News Letterは毎月発行。 

次回は 5月 27日頃発行します。 

※バックナンバーは下記よりご覧下さい 
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ご報告 
「龍谷大学 EFFECTORsフェスタ」（社会連携・社会貢献活動報告会）を開催しま
した！！ 

3 月 24 日(日)、龍谷大学深草キャンパス和顔館 1 階アクティビティホールにて、「龍谷大学 EFFECTORs フェスタ」（社会連携・社

会貢献活動報告会）を開催しました。同じ京都市伏見区に所在する京都教育大学にもご参加、ご後援をいただきました。 

特別講演として、イラク戦争後の 2004 年、高校生のときにイラクに入国し武装勢力に拘束され、社会から「自己責任論」を一身に

浴び、その経験から、現在高校中退者や不登校者の立ち直りを支援している今井紀明氏（認定NPO法人D×P理事長）に、社会変

革へのチャレンジについて、講演いただきました。 

また、社会課題に取り組む学生グループ 15団体による、ポスターセッションとプレゼンテーションを行い、子ども食堂を自ら運営し

地域の中の居場所作りに取り組む学生、滋賀県の伝統野菜の復活に取り組む農学部の学生、京阪ホールディングス株式会社と連

携し、伏見区中南部の活性化案を検討するプロジェク卜等、社会を良くしようとする学生の意欲的な取り組みを社会に発信しまし

た。 

本イベントに先立って行われた深尾昌峰 Ryukoku Extension Center センター長（政策学部教授）と今井氏の対談を

EFFECTOR第 3号（2019年 3月発行）に掲載し学内各所で配布している他、RECHPに掲載しておりますので、是非ご覧ください。 

ご報告 
福祉フォーラム 20 周年記念シンポジウム「自分たちでつくる福祉-雇われない

働き方と地域社会-」を開催しました！！ 
3 月 24 日（日）に瀬田キャンパス 6 号館第 1 グループワーク実習室にて、福祉フォーラム 20 周年記念シンポジウム「自分たち

でつくる福祉-雇われない働き方と地域社会-」を開催しました。 

本シンポジウムでは、福祉×地域×仕事の 3 つのキーワードをもとに、「雇われない

働き方」のあり方について滋賀県内の事例も踏まえながら紹介していただきました。 

本シンポジウムでは、ワーカーズコープ（労働者協同組合）連合会事務局長の高成

田健氏が「雇われない働き方」、滋賀地方自治研究センター理事の中西大輔氏が「地

域社会と福祉」と題してご講演いただきました。 

その後、会場からの質疑も受けつつパネルディスカッションを行い、大いに盛り上が

りました。 

今後も福祉フォーラムでは、様々な分野や広範な人々との連携・協力を創りだし、社

会福祉のさらなる発展を目指し事業を行っていきます。 

5月 11日（土） 龍谷講座「誰一人取り残さない社会を創ろう」~SDGsの目指す社会と私たち～〈深草キャンパス〉 

5月 11日（土） REC コミュニティカレッジ東京「女君から読み解く『源氏物語』Ⅱ」〈明治大学駿河台キャンパス〉 

5月 11日（土） 龍谷ジュニアキャンパス「レガッタ教室」〈龍谷大学艇庫〉 

5月 18日（土） REC コミュニティカレッジ東京「親鸞の心のうた『正信念仏偈』に学ぶ（1）」〈明治大学駿河台キャンパス〉 

5月22日（水） 第1回REC BIZ-NET研究会「持続可能な開発目標（SDGs）に向けたワイヤレス電力伝送技術」〈瀬田キャンパス〉 

5月 25日（土） 草津市×龍谷大学コラボ龍谷講座 2019「青花紙の文化誌」〈瀬田キャンパス〉 

お知らせ 5月の RECの活動 
 


